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 ＣＬＴ建築が普及すれば，大量の木材の使い道ができ，林業や建設業に係る雇用が生まれ，

地方創生が実現すると同時に地球環境の改善にもつながる．岡山県では，2015年度に産学官連

携組織「岡山県ＣＬＴ建築開発検討会」を立ち上げ，ＣＬＴ建築の普及啓発に取り組んできた．

ＣＬＴ建築のさらなる普及のためにはより魅力的な建築物を実際に建設し，ＣＬＴの可能性を

示す必要があるとの考え方のもと，明るく豊かな内部空間を持つ「道の駅あわくらんどトイ

レ」を設計・建設した．ここでは，産学官が連係したＣＬＴの普及啓発活動及び実際に建設し

たＣＬＴモデル建築物「道の駅あわくらんどトイレ」を紹介する． 
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1.  取組の背景 

 岡山県では，2015年度から３か年計画で，新しい材

料・技術であるＣＬＴ（直交集成板）の普及啓発を目的

とする「おかやまＣＬＴリーディングプロジェクト」に

取り組んで来た．その背景は次のとおりである． 

 

(1)    日本の森林資源の状況 

 わが国は国土の７割を森林が占めており，戦後造成さ

れた約1,000万㏊の人工林が本格的な利用期を迎えてい

る1)．しかしながら，木材の需要は低迷し，間伐などの

手入れの遅れが目立つこととなっている．その結果、木

材価格の低迷→林業採算性の悪化→利用されない→手入

れされない→機能低下・山村地域の人口減少等とその影

響は地域振興という側面だけでなく，防災面や環境面に

まで及んでいる1)． 

 

(2)    岡山県の状況 

 県土面積の約68％が森林である岡山県にあっても事情

は同じである．県内の人工林面積約17万6千㏊の約50％

が伐採期を迎えている一方で若い林齢の面積は極端に少

なく，森林の若返りが必要となっている．それを裏付け

るように，1970年に1,342千㎥だった岡山県の木材（丸

太）需給量は，2014年には399千㎥にまで減少している．

さらに，1980年に40,600円/㎥だったスギの中丸太の価

格は2013年には11,800円/㎥と立木価格は大きく下落し

ている2)． 

岡山県の北部地域は，西日本有数の国産材の集積加工

拠点として発展してきたが，近年，住宅着工戸数の減少

等を背景として，木材需要量は長期的な減少傾向が続い

ている．また，木材価格の低迷による採算性の悪化等も

あり，県の主要産業である林業を取り巻く環境は厳しい

状況となっている．その結果，本格的な利用期が到来し

ているにもかかわらず，県内の森林資源の伐採・植え替

えが進んでいないのが現状である3)． 

このように，いわゆる少子高齢化を迎えつつある森林

の若返りには伐採，再造林が必要であり，そのためには

木材利用の推進が欠かせない． 

 

(2)    ＣＬＴの登場 

 ＣＬＴ（Cross Laminated Timber）は，ラミナ（ひき

板）を繊維方向が直交するように積層接着したパネルの

ことである．（写真-1参照）すでに欧米では，中高層建

築物での利用が進んでいることから，日本でもこれまで

木が使われなかった中層建築物等への利用など，新たな

木材需要の創出が期待されての登場である． 

 

 

写真-1  製造工場での完成したＣＬＴ 



 

 

2.  おかやまＣＬＴリーディングプロジェクト 

(1)   プロジェクトの発端 

 日本国内においては2014年３月にＣＬＴパネル工法に

よる建築物の第１号が完成したばかりであり，ＣＬＴに

関する情報はまだまだ多くはなかった．しかし，2014年

度に国が示した「ＣＬＴの普及に向けたロードマップ」

によると2016年度にはＣＬＴの一般的な設計法の告示が

出される予定となっていた．また，国では2020年の東京

オリンピック・パラリンピックの関連施設に可能な限り

木材を使用する方針としていることから，今後ＣＬＴの

需要が増えることが予想された． 

一方で，県内に目を向けてみると，県内の企業が年間

３万㎥のＣＬＴを生産可能な量産工場を整備する計画を

持っていた．このような状況の中，日本初のＣＬＴ専用

量産工場を有する立地の優位性を活かし，全国に先駆け

て県産ＣＬＴやＣＬＴ建築物をＰＲすることにより，Ｃ

ＬＴ建築の需要を喚起するとともに，ＣＬＴ建築のノウ

ハウ集積・人材育成を目的として３か年計画の「おかや

まＣＬＴリーディングプロジェクト」を2015年度に開始

した。 

 

(2)   プロジェクトの目的 

 プロジェクトの目的をひと言でいうと「設計，材料製

造，加工，運搬及び施工等のＣＬＴ建築の一連の供給体

制を，地元関連企業のネットワークにより確立し，全国

からの受注を引き受けられるＣＬＴ建築産業の土壌を形

成する．」ということである．（図-1参照） 

 大げさな言い方をすれば，日本初のＣＬＴ専用量産工

場を設置した企業を有している優位性を活かし，全国に

先駆けてＣＬＴに関する産業クラスターを岡山県に形成

することを目標としている。それが実現すれば，林業及

び建設関連産業の振興が図れ，雇用が創出され，地域創

生に貢献する．その結果，林業のサイクルが再び循環を

始め，地域の防災や地球環境の改善にもつながっていく

など，その波及効果は大きなものであると確信し，この

プロジェクトに取り組んでいった． 

 

 

図-1  ＣＬＴリーディングプロジェクトの目指すイメージ 

 

(3)  プロジェクトの実施体制 

日本では，このプロジェクトを開始する前年にＣＬ

Ｔ建築物第１号が建てられたばかりであったため，様々

な情報を含めてＣＬＴ建築に関するノウハウ，人材，関

連企業が圧倒的に不足していた．また，ＣＬＴを使う側

だけの実施体制では効果が薄いこと，行政だけではなか

なかスピーディに物事が進まないことなどの問題点を抱

えていた．そこで，このプロジェクトを効果的に推進し

ていくために工夫した点が次の３点である． 

a) 産学官連携 

 プロジェクトの推進方針等を決定するための産学官連

携組織「岡山県ＣＬＴ建築開発検討会」を組織した．

「産」は，主に建築士の方に参加していただいた．建築

士にもいろいろな分野があるため，建築意匠・建築構

造・木構造・伝統木造構法をそれぞれ専門とする方を選

定した．また，一般社団法人日本ＣＬＴ協会の役員との

兼務ではあるがＣＬＴの製造側の方にも参加いただいた．

「学」は，建築構造を専門とする大学教授，建築意匠を

専門とする大学教授，そして木の性質を熟知している森

林研究所の研究者である。「官」は，県及び木材の産地

でありかつ木に関して先進的な取組を行っている真庭市

の職員である． 

b) 政策間連携 

 当時，県では農林水産部においてもＣＬＴの推進をし

ており，関係団体とともに「岡山県ＣＬＴ普及促進会

議」設置して，山側としてＣＬＴの普及促進を図ってい

た．また，木材の森林認証取得や認証材ラミナのストッ

ク取組への支援などの施策を行っていた．そこで，お互

いの取組がより効果的となるよう，常に連携を取りなが

ら事業を進めていくこととした． 

c) 地域間連携 

 県だけで検討をしていても限られた情報しか入ってこ

ないため，木材の産地であり木に関する様々な先進的な

取組を行っている真庭市、海外及び全国の情報を持って

いる全国組織である一般社団法人日本ＣＬＴ協会と常に

情報交換をし，効果が広域的に発揮できるようにした． 

 以上の３点をポイントとして「岡山県ＣＬＴ建築開発

検討会」を組織し、「おかやまＣＬＴリーディングプロ

ジェクト」を進めていった。（図-2参照） 

 

 

図-2  ＣＬＴリーディングプロジェクトのスキーム 



 

 

3.  ＣＬＴに関する情報発信 

 

 「おかやまＣＬＴリーディングプロジェクト」を始め

た2015年当時は，まだまだＣＬＴという言葉も世の中に

浸透していない時期であった．そのため，まずは情報発

信と人材育成という２本の柱を設定し，進めていった． 

 

(1) 情報発信 

 建築関係の技術者のみならず，一般の方への周知も含

めて様々な情報発信を行った． 

a) ＣＬＴオブジェ「モクロス」の設置 

 まずは，見て，触れて，ＣＬＴを知ってもらおうとい

う考えから，モニュメントにもなり，ストリートファニ

チャーにもなり，ベンチにもなるというＣＬＴのオブジ

ェ「モクロス」を岡山駅前に設置した．（写真-2参照）

時期は毎年11月初旬に開催される「おかやまマラソン」

の開催に合わせ，その前後10日間の設置とした。「おか

やまマラソン」には15,000人以上が参加し，その約半数

は県外から来られるため，県民へのＣＬＴの浸透に加え，

県外の方への木材県おかやまのＰＲも狙ったものである．

このオブジェのデザインは岡山理科大学建築学科弥田俊

男研究室によるもので，2.2ｍ×６ｍの２枚のＣＬＴパ

ネルから26ピースを切り出し，相欠き部分を嚙合せるこ

とで組み立てている．なお，「モクロス」という愛称は，

ＣＬＴのＰＲ効果を狙って全国から募集して決定したも

のであり，木目＋クロスの造語である． 

b) その他の情報発信 

 ＣＬＴという言葉自体がまだ浸透していないことから，

様々な情報発信を実施してきた．県内で開催される様々

なイベントでＣＬＴの展示をしたり，ＣＬＴの専門家や

木造建築物の設計実績が多い有名建築家などをパネラー

としたシンポジウムを開催したりと，そのＰＲ効果を検

証しながら試行錯誤を重ねていった． 

 

 

写真-2  岡山駅前に設置したＣＬＴオブジェ「モクロス」 

 

(2)   人材育成 

 全国からの受注を引き受けられるＣＬＴ建築産業の土

壌を岡山県に形成するためには，設計や施工に関する知

識をもった人材を増やすことが必要であるという考えの

もと，人材育成にも力を入れた． 

a) 日本ＣＬＴ協会のワーキンググループへの参加 

 全国組織である一般社団法人日本ＣＬＴ協会では，

「遮音」「歩行振動」「防耐火構造」など12のワーキン

ググループを設置して，ＣＬＴ建築に関する研究・開発

を行っている．我々自身の知識を蓄積するため，そのう

ち「標準仕様ワーキンググループ」に参加させていただ

くことにより，常に最新の情報を得ることが可能になっ

た．ここで得た情報は，「岡山県ＣＬＴ建築開発検討

会」の中で共有し，様々な場面で活用することとした． 

b) 技術者育成のためのセミナーの開催 

 「おかやまＣＬＴリーディングプロジェクト」は，一

般社団法人日本ＣＬＴ協会と常に連携を取りながら事業

を進めていることから，同協会から専門家を派遣してい

ただいて，各種の技術者向けセミナーを県内で開催した．

企業向け勉強会「ＣＬＴ建築産業の新たな可能性」，

「ＣＬＴ関連告示解説講習会」，「ＣＬＴを用いた建築

物の設計施工マニュアル解説講習会」などである． 

c) 視察・見学会の開催 

 「百聞は一見に如かず」の言葉どおり実物を見ること

は大変勉強になるとともに，視察先とのつながりができ

るため大変有意義な事業だと位置づけている．国立研究

開発法人建築研究所内にある「ＣｏＣｏ ＣＬＴ つく

ば実験棟」，真庭市にあるＣＬＴ量産工場や市営住宅な

どのほか，ＣＬＴ建築先進県である高知県でのＣＬＴ建

築の視察に併せ「ＣＬＴ建築推進協議会(高知県)」との

意見交換も実施した．（写真-3参照） 

 このような活動の結果，徐々にではあるが技術者の間

にＣＬＴという言葉が浸透していった．ただし，設計者，

施工者ともに，積極的に参入するというよりは「様子

見」の状態であった． 

 

 

写真-3  高知県自治会館視察の状況 



 

 

4.  「道の駅あわくらんどトイレ」の建設へ 

 

 技術者の間にＣＬＴという言葉は浸透してきたが，ま

だまだ「様子見」という状況を打開するためには，実際

にＣＬＴ建築の設計や施工に携わった経験のある人を増

やすしかないという考えから，県においてＣＬＴ建築を

発注することとした． 

 

(1)  物件の選定 

 ＣＬＴ建築物の普及のための方法として次の２つの方

向性があると考えている．１つは標準化の方向．たとえ

ば，細部の納まりや接合部などの標準的な工法を定めて

共同住宅のプロトタイプを作成し，量産していく方向性．

もう１つは単品の生産であるが魅力的なＣＬＴ建築を創

って見せる方向性．ＣＬＴによって木材の使用料を増や

すという観点に立てば１つ目の方向性が非常に有効であ

る．しかし，一般社団法人日本ＣＬＴ協会など企業から

の人材が豊富な団体において，すでにその方向性で進ん

でいるため，今から岡山県において模索してもとても勝

てるものではない．そのため，もう１つの方向性である

単品生産ではあるが魅力あるＣＬＴ建築を創り，「ＣＬ

Ｔを活用して，こんな魅力ある建築物ができるのか！」

と思っていただき，普及につなげていくこととした． 

 では，なぜ道の駅のトイレを題材として選んだのかと

いうことだが，それはたまたま岡山県において建て替え

計画があったからということしかない．だだ，本建築物

の敷地が岡山県西粟倉村であったことも大きな要因であ

る．西粟倉村は，小水力電力やバイオマス発電などを行

う低炭素型モデル地域「環境モデル都市」に選定され，

エネルギー自給率100％を目指している．また，「百年

の森林(もり)構想」として，50年先を目標に40～50年生

の森林を維持管理することで，人口約1,500人の村の産

業を生み出していることから，ここ以外にはないとの結

論に達したというのも事実である． 

 

 

写真-4  学生デザインコンペ最優秀作品 

 

(2)   学生デザインコンペの実施 

 「道の駅あわくらんどトイレ」の設計・施工を単に公

共で行うのではなく，ＣＬＴをより多くの人，とりわけ

建築関係者に知ってもらい，ＣＬＴ建築設計の動機付け

や人材育成を目的として全国の学生を対象に「おかやま

ＣＬＴ建築 学生デザインコンペ2015」を実施した。そ

の結果，全国32校から63作品の応募があり，「そらみる

トイレ －拡張されるプライベート－ 」が最優秀賞と

なり（写真-4参照），これを参考に「道の駅あわくらん

どトイレ」の設計を行うこととした． 

 

(3)  基本計画・設計 

 設計は，「ＣＬＴの特性を活かし，ＣＬＴ建築の新し

い可能性を拓き，ＣＬＴによって可能となる自由度の高

いこれまでにない木質空間の創出を目指す。」という方

針のもと，岡山理科大学建築学科弥田俊男研究室の基本

デザインを「岡山県ＣＬＴ建築開発検討会」で検討する

という方法で取り組んだ．学生デザインコンペの最優秀

賞作品（写真-4参照）を参考としてデザインしたことか

ら，箱状で閉鎖的になりがちなＣＬＴ建築ではなく，壁

と屋根の間を梁部材や壁束部材で開放し，空から光を取

り入れ，下から見上げると多角形の重層構造や屋根の織

りなす重ね・ずらすデザインとなっており，ＣＬＴの新

たな建築のあり方を創出したものとなったと考えている．

（図-3参照）そのため，次に示すような実験をしつつ設

計を進めなければならない苦労もあったわけだが・・・． 

 

 

図-3  「道の駅あわくらんどトイレ」配置・平面図 



 

(4)   設計過程での実験 

 「道の駅あわくらんどトイレ」の大きなコンセプトと

して次の２つを設定した。１つ目は，「壁と壁が自由な

角度で接合する「斜交軸」に挑戦し，「直交軸」のみの

2016年告示だけでは制約の多いＣＬＴ建築の設計に自由

度を持たせ，ダイアゴナルで豊かな空間を創造する可能

性を示す．」こと．２つ目は，「内部のみならず，国道

から見た正面などの外壁の大部分をＣＬＴのあらわしと

するなど，わかりやすくＣＬＴを見せる．」こと． 

a) 接合部の構造実験 

 2016年３月及び４月に，ＣＬＴを用いた建築物の一般

的な設計法等に関して，建築基準法に基づく告示が公

布・施行されたことにより，建築物ごとに精緻な構造計

算を行う必要がある大臣認定を受けることなく，建築確

認による建築が可能となった．ただし，それは壁と壁が

直交する建築物の一般的な設計法であって，今回の設計

は，ＣＬＴの設計に自由度を持たせ，豊かな空間を創造

する可能性を示すため，壁と壁が自由な角度で接合する

ものである．そのため，岡山理科大学建築学科の協力を

得て，接合部等の耐力試験を行い，その結果をもとに構

造計算を行った．（写真-5参照） 

b) 木材保護塗料耐久性実験 

 木材は水に弱いため，今までのＣＬＴ建築は外壁が仕

上げ材でおおわれている．一方，今回設計する建築物に

はＣＬＴのＰＲの役割を持たせているため，いちばん人

目につく外壁をＣＬＴのあらわしとしたい．そのため，

岡山県農林水産総合センター森林研究所の協力により，

さまざまな木材保護塗料の暴露台試験を行った．試験は，

某社の液体ガラス２種類，従来から使用されている木材

保護塗料３種類及び無塗装品を屋外に置き，材色の変化，

材面の割れ，接着層の剥離，重量の変化等を測定項目と

する劣化の進行状態を観察するものである．約半年間の

暴露試験であったが，通常入手できる木材保護塗料を使

用する場合は，効率的かつ的確なメンテナンスを一定期

間ごとに継続して実施すべきという判断に至った． 

 

 

写真-5  岡山理科大学工学部建築学科での構造実験 

 

(5)   施工 

 用途がトイレであることから，内部を通る配管・配線

類は多いが，それらをなるべく見せずＣＬＴの美しさを

際立たせるためのＣＬＴパネル加工の打ち合わせを十分

に済ませ，加工・建て込み作業に入った． 

工事発注の関係からＣＬＴパネルの建て込みは雪の時

期となった．ＣＬＴは精度が良いとは聞いていたが，誤

差０㎜で製造されたパネル及び加工されたボルト穴等で

あるにもかかわらず，現場で１発でピタッと納まったの

は驚きであった．こうして，総枚数106枚，最大寸法9.8

ｍ×1.85ｍのＣＬＴパネルを70tクレーンで吊り込み，

建て方は13日で終了した。（写真-6参照）ただし，正直

な話をすると，建て方中は常時ＣＬＴメーカーの担当者

が付きっきりで施工指導をしていたのも事実であり，あ

らためてＣＬＴを扱える技術者を増やす必要性を感じた

ところである． 

基礎以外のすべての構造材は木を使用しているが，適

材適所の考え方から壁・束壁・屋根にはＣＬＴを使用し，

梁・母屋には集成材を使用している． 

また，当然のことではあるが，設計時を含めユニバー

サルデザインには十分な配慮をした．ＵＤを専門とする

岡山理科大学建築学科教授にアドバイスをいただきなが

ら，多様な利用者に配慮した，バリエーションに富みゆ

ったりとした先進的なトイレブースを実現するとともに，

サイン計画にも最大限の注意を払った． 

 

 

写真-6  雪の中でのＣＬＴパネルの吊り込み 



 

(6)  完成 

 このようにして，岡山県発注のＣＬＴパネル工法の建

築物第１号は完成した．（写真-7,8参照）ここで，基本

データを記しておく． 

建設場所：岡山県英田郡西粟倉村影石 

（道の駅あわくらんど内） 

建築面積：258.37㎡ 

延床面積：218.04㎡ 

構造形式：ＣＬＴパネル工法(平屋建て) 

工  期：2017年７月21日～2018年４月20日 

最高高さ：6.29ｍ 

木材使用量：150㎥(うち，ＣＬＴ使用量：123㎥) 

 東京大学の腰原教授からいただいた「標準化や住宅で

は全国組織に勝てない．ＣＬＴだからできる魅力的な空

間を提示すべき」とのアドバイスに，少しは応えられた

のではないかと思っている． 

 

 

5.  終わりに 

 

 岡山県の北部地域は木材関連産業が集積しており， 

 

 

写真-7  「道の駅あわくらんどトイレ」外観 

2016年４月には国内初のＣＬＴ専用量産工場が稼働を始

めたところである．そのような本県の優位性を活かし，

ＣＬＴ建築のノウハウを持つ人材を育て，設計・材料加

工・運搬・施工などを担う地元企業を発掘し，それらを

結び付け，今後全国で需要が増加することが予想される

ＣＬＴ建築の受注を県内でトータルに引き受けられる土

壌を形成することを目標に，2015年度から３年間「おか

やまＣＬＴリーディングプロジェクト」を実施してきた．

結論から言えば，たかが３年間でＣＬＴ関連の産業クラ

スターが形成されることはなかった．しかし，我々が目

指したところの「ＣＬＴ建築の新しい可能性を拓き，魅

力的な木質空間を創出する．」ことは実現できたのでは

ないかと考えている． 

これからもより多くの方々がＣＬＴ建築に携わり，新

しい可能性にチャレンジし，次世代の社会的ニーズに沿

った建築を提案され，ひいては新しい建築関連産業の振

興につながっていくことを祈念している． 
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写真-8  「道の駅あわくらんどトイレ」通り抜け広場 


